
 
第３次健康いるま２１計画（原案）に対して寄せられた意見等の概要と市の考え方   
入間市では、平成３０年１１月１６日（金）から平成３０年１２月１７日（月）までの期

間で「第３次健康いるま２１計画（原案）」に関して「パブリックコメント」を実施しました。

その結果、１人の方から５件のご意見等が寄せられました。寄せられた意見等の概要と、そ

れに対する市の考え方は、次の通りです。   
№ 箇所 意見等の概要 市の考え方（対応） 
１ 全体 過去、今後と多くの統計や計画など、

細かで適切な状況評価の調査内容に

感心した。 ご意見をありがとうござ

います。 
２ 第２章～５章 

Ｐ４～４１ 
１栄養・食生活～ 
６生活習慣予防 運動することが健康増進には大切と

思っているが、どのような運動をし

たらよいかわからない人が多いと思

われる。 
今後は、それぞれ年齢・体調に合っ

た運動の仕方を市民に広く伝えられ

るような策が考えられることを望

む。 ご意見を踏まえ、個々の

対象に合った運動方法を

伝えられるような事業を

検討して参ります。 
３ 第２章～５章 

Ｐ４～４１ 
１栄養・食生活～ 
６生活習慣予防 トレーニング室のような多種の高度

な健康機器が設置されている施設で

なくてよいので、気軽に足を運べ、

指導者や監視員の配置された施設が

将来増えるとありがたい。 現在、指導員のいる施設

の整備は考えておりませ

んが、地域に運動指導士

が出向いて気軽に参加で

きる運動教室の開催等で

対応して参ります。 
４ 第６章 

Ｐ５４～６７ 
市民健康実態調査

結果 調査対象は無作為抽出とのことだ

が、回答については働き盛りの世代

の回答率が低く、市民全体の平均と

は多少の相違があると思われる。 
調査結果よりも、健康対策について

知識が無かったり、心身の健康に目

を向けてほしい人が多いと思われる

ことを踏まえ、今後の健康増進の取

り組みを考えていくと良いと思う。 ご意見を踏まえ、健康増

進事業に取り組んで参り

ます。 



５ 
第５章 
Ｐ４２～４４ 
７地域づくり 調査結果のとおり、近所と関わるき

っかけも少なくなり、地域間でのつ

ながりが希薄になってきている。特

に若い世代は健康事情も良く、自分

のことは自分でできるという感覚も

あるため、助け合いの必要性に気づ

いている人が少ないのかもしれな

い。 
また、少子化ということもあり、近

所と関わるきっかけも少なくなり、

地域づくりの意識を持っていても、

実際に、地域活動をすることに気が

引けてしまう場合もあるのであろ

う。 
住民の集まる場、地域の人が行きや

すく、行きたいと思える場がたくさ

んあることにより、人々は知り合い

も増え、打ち解け、コミュニケーシ

ョンがうまれ、情報の共有ができ、

ささえあうことのできるまちづくり

ができると思われる。  
○ボランティアを増やすことは、理

解者を増やすことにもなり、ボラン

ティアと住民とのつながりにより相

乗効果が期待されるので、良い取り

組みである。 
さらに、公民館や健康福祉センター、

地域の公会堂等が、もっと活用でき

たら、活動内容も広がり、住民も参

加しやすくなると思う。  
○最近は子ども会が激減し、自治会

離れも増えており今後が懸念される

が、自治会に加入する必要性が分か

らないからだと思う。 
自治会の働きや会員になることの必

要性（災害時に役立つ等）、自治会

費の会計を分かりやすく示す等、地

ご意見ありがとうござい

ます。ご指摘のように健

康とは無縁と思われる、

自治会活動や地域での趣

味のサークル活動が健康

の保持増進につながって

いると考えます。公共施

設に限らず、地域住民の

身近な場所で、市民、ボ

ランティア、市職員が一

緒になり健康な地域づく

りに取り組んでいきたい

と思います。 



区住民に理解を求める必要もあると

思う。  
○直接健康にかかわる関係機関だけ

でなく、市全体の取り組みと考え、

市民が相談しやすい雰囲気の場をつ

くり、職員一人一人の親身な対応も、

住民の心を開くきっかけになる。そ

れがいずれ『健康』に関連していく

のではないだろうか。 
さまざまな場で、人と接すること、

話をすることに壁がなくなれば、精

神的にも楽になり、近所づきあいが

活発化し、情報も入ってくる。 
人が人を頼り、助け合えるまちにな

ることにより、健康を考え、健康で

生き生きと暮らせる「元気な入間」

になると考える。  


